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沖永良部島方言語彙のアクセント資料 (9)
上　野　善　道
ＵＷＡＮＯ， Ｚｅｎｄｏ
　本稿は、標準語で作った本土方言用の調査語彙リストではカバーし切れない方言語彙
のアクセントをも明らかにしようという目的のもとに行なっている「方言集に基づくア
クセント調査研究」の報告の一つである。
　具体的には、鹿児島県沖永良部島和泊（わどまり）町の和泊方言を対象とした
　(1)　故 甲　東哲（きのえ　とうてつ）編（1987）『島のことば　沖永良部島』、三笠出版
に基づきながら、その各項目（カタカナ表記、アクセントなし）を和泊町皆川（みながわ）
方言――同じ町内でも、和泊方言とは異なる――の
　(2)　話者
　皆村　英治（みなむら　えいじ）、昭（あき）御夫妻
に聞いた資料（簡略音声表記、アクセント付き）を (3) の８つの報告書として発表して
きた。そのうちの最初の５篇が元の本のアからンまでの順に示したもの、拙稿（2007）
以降の最後の３篇が、それを音節構造順に並べ直し、１・２音節語と３音節語、そして
４音節語についてそれぞれ音調型別にまとめたものである。
　(3)　一連の報告書
拙稿（2005a）「沖永良部島方言語彙のアクセント資料 (1)」『琉球の方言』（法政
大学沖縄文化研究所）29: 1-40
拙稿（2005b）「沖永良部島方言語彙のアクセント資料 (2)」『アジア・アフリカ文
法研究』（東京外国語大学アジア･アフリカ言語文化研究所）33: 155-204
拙稿（2006a）「沖永良部島方言語彙のアクセント資料 (3)」『琉球の方言』30: 
1-49
拙稿（2006b）「沖永良部島方言語彙のアクセント資料 (4)」Asian and African 
Languages and Linguistics（ILCAA), 1: 129-158
拙稿（2006c）「沖永良部島方言語彙のアクセント資料 (5)」『東京大学言語学論集』
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25: 249-297
拙稿（2007）「沖永良部島方言語彙のアクセント資料 (6)」『琉球の方言』31: 
1-38
拙稿（2008a）「沖永良部島方言語彙のアクセント資料 (7)」『琉球の方言』32: 
1-40
拙稿（2008b）「沖永良部島方言語彙のアクセント資料 (8)」『東京大学言語学論集』
27: 267-307
　本稿は、これを受けて、その全体を音調型別に再編成したものの４回目として、その
５～８音節語を対象とする。提示形式その他は前稿と同じ (4) である。
　(4)　提示形式
　音調型付き語形、音節単位の音調型、方言集のカタカナ見出し、意味（注記）
　音調型付き語形は、これまでの分の入力ミス・記録ミスなどを正した箇所があるが、
逐一断ることは省略する。前稿と食い違っている場合は、本稿の形が新しく認定したも
のと考えてよい。なお、意味の説明も大幅に簡略化し、単語集の形に近付けている。必
要に応じて、(3) の拙稿ないし元の方言集を参照願いたい。
　記号などはこれまでと変更がない。カタカナ見出しは「／」も含めて原文のままである。
左端が皆川方言の語形である。
　本稿の中心課題である音調型の表記のみを (5) に掲げる。ここにおいて、最下行以外の
○は音調表示のための便宜として添えたもので、重音節・軽音節を問わず、音節一般をさ
す（σと書いてもよい )。実際の音調型表示では、○は重音節、o は軽音節をさす。
　(5)　音調表記
[○ 音節間の上昇 ○] 音節間の下降
[[○ 音節内の上昇 ○]] 音節内の下降
○][○ 音節間の下降後上昇 (音調の谷 ) = 続く音節も同じ高さ
○[ 助詞が続くとそこで上昇 % 中程度の上昇
○ 重音節 o 軽音節
　本稿で取り上げる５音節語以上の音調型一覧は (6) の通りである。これまでと異なり、
紙幅の関係で長い音形を横に並べることができないので、音節数ごとに縦に列挙する。６、
７、８と音節数が増えるにつれて、期待される音調型の実例が見つからないものが多く
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なる。従って、横の配列には、ある程度の配慮をしたものの、完全には揃っていない。
語末の長音節が助詞付きでも長いまま残るのは重音節、短くなるものは軽音節として扱
った。括弧内の数字は、その型を取る語数である。なお、(6) のうち、語末が - ○]] に
終わる型は形容詞が占める。＊は強意による特殊な型。
　(6)　５音節語以上の音調型一覧
５音節語 ６音節語 ７音節語 ８音節語
o[oooo (30) o[ooooo (10) o[oooooo (2) [oo]ooooo[o (2)
[oo]oo[o (79) [oo]ooo[o (31) [oo]oooo[o (6)
[oo]oo[[o (8) [oo]ooo[[o (2)
[oo]oo[o]＊ (1)
o[o]ooo (1)
o[ooo○ (18) o[oooo○ (3)
o[oooo○]] (4)
[oo]oo[[○ (31) [oo]ooo[[○[ (4) [oo]oooo[[○ (1)
[oo]oo[○]] (13) [oo]ooo[○]] (3)
o[oo○o (4) o[ooo○o (3)
[oo]o○[o (19) [oo]oo○[o (8) [oo]ooo○[o (1)
[oo]o○[[o (2)
o[oo○○ (1)
o[o○oo (7) o[oo○oo (2) o[ooo○oo (2)
[oo]○o[o (7) [oo]o○o[o (5) [oo]oo○o[o (4)
o[o○o○ (1)
[oo]○oo[[○ (1)
o[o○○○ (1)
o[o○○]○ (1)
[oo]○○[○ (3) [oo]○○o[o (2)
[oo]○○[○]] (2)
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o[○ooo (2)
o[○oo○ (1)
[○oooo (15) [○ooooo (8)
[○]ooo[o (23) [○]oooo[o (7) [○]ooooo[o (3)
[○]ooo[[o (1)
[○ooo○ (6) [○oooo○ (2)
[○]ooo[[○ (7)
[○]ooo[○]] (3)
[○oo○o (4)
[○]oo○[o[ (6) [○]ooo○[o (2)
[○]oo○[[○ (1)
[○]oo○[○]] (1)
[○]o○o[o (1) [○]oo○o[o (3)
[○○ooo (1)
[○]○oo[o (1)
［付記］お世話になった皆村英治・昭御夫妻に御礼を申し上げる。この調査報告は、科学
研究費基盤研究（B)｢ 琉球諸方言要地アクセントの緊急調査研究 ｣( 課題番号
18320064）によって行なったものである。
［拙稿（2008b）の補訂］
p.269 ll. 8-9 すなわち、最後の音節で高くなる（[）型、あるいはその中で上昇する
（[[）型（下降調 ]]は除く）は、
→ すなわち、最後の音節で高くなる-[o型、あるいはその中で上昇する
-[[o型（下降調の-[○]]は除く）は、
p.269 (7) の中央あたり [○]o○[o (19)　→ [○]o○[o([) (19）
p.292 l. -4 [kazji]mo:[ja は、確認調査では否定され、[kazja]gurumo:[ja[ だと。
p.294 l.8 [oo]○[[o?、p.300 ll. 14-15 [○]oo[[o? の「?」はトル。確認済み。
p.296 l. -7 ニングルグヮは、確認調査ではニングルグヮーと長い。併用形にあらず。
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方言アクセント資料
◎５音節語
'a[cjibukuri o[oooo アチブクリ 厚いさま。厚着。「寒いのでアチブクリしてきた」。
'a[naminacji o[oooo アナミ /ナチ 甘え泣き。
'a[namimuni o[oooo アナミ /ムニ 甘え言葉。
'a[razjibate o[oooo アラジバテ 新しく開墾した畑。
'u[zjugurumja o[oooo ウジュグルミャ 白黒まだらの猫。
ku[zjitatiku o[oooo (m) クジ /タティク 釘立てっこ。数名の者が各自の最初の地点を
定める。三、四寸の釘 ku[zji= o[o= を地上に投げて立て、最初の地点から釘の立った
点を結ぶ。このことを順番に繰りかえして自分の線で他者の線を囲むように努める。
他の線に触れないでは外に出られないようになった者を負けとする遊び。
ku
○
[cjikemuni, ku
○
[cjikemita o[oooo クチケ /ムニ・クチケ /ミタ 舌が回らないような
言葉。
zji[nasjinabi o[oooo ジナシ ? 八升炊きの鍋。【大鍋 [Fu:]na[bi [○]o[o が１斗である
のに対して、中鍋をさす。】
su[dihacjicji o[oooo スディ /ハチチ 袖まくり。【cf. [hacji]cju[N [oo][[○ まくる。】
su[rabemuni o[oooo スラベムニ 〔空弁〕真実味のない巧言。スラベ su[rabe o[oo と
も。
da[cji'akanu o[oooo ダチアカヌ 〔らちあかぬ〕（人間が）役に立たない（連体形 )。「ダ
チアカヌ da[cji'akanu o[oooo 男だ」。終止形は da[cji'akaN。
Cji[makurubi o[oooo x チマクルビン つまずく。【動詞形ではなく、名詞形のチマクル
ビ Cji[makurubi_%sjuN o[oooo_% ○ の形で使う。】
cji[rukenabi o[oooo チルケ /ナビ 〔鉉掛鍋〕鉉付きの鍋。ヒー [hji: [○ という水の
流し口がついている。
tu[wasjigami o[oooo トゥワシガミ 一斗入りの甕。焼酎や味噌などを入れるのに用いる。
ha[kasabure o[oooo ハカサブレ 墓さらえ。墓の清掃。盆の十三日、正月前等には必ず
これをなす。
ha[zjimurusji o[oooo ハジ /ムルシ 塵旋風【突風】。
ha[nasji'agu o[oooo ハナシ /アグ 愛し友。仲良し。
hji
○
[kasjijama o[oooo ヒカシヤマ ＃のような形に木を組んだもので、上部を牛馬の背に
吊し、中部に荷を載せ、下部は地面につけて引かせる。
hji
○
[cjigumike o[oooo ヒチグミ /ケ 玄米をひき砕いて炊いた粥。
Fu[kurizjira o[oooo フクリヂラ ふくれ面【生まれつきの顔かたちにも】。
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mi[cjunumacji o[oooo ミチュヌ /マチ 三年忌。
<m>mu[gejahjicja o[oooo ムゲヤヒチャ 子供がむずかって手足をばたつかせること。
mu[sjikureba o[oooo ムシクレ /バ 虫食い歯。虫歯。
mu[nacjiburu o[oooo ムナ /チブル 〔空頭〕頭に何も載せないこと。畑仕事に行く際、
特に婦人はムナチブルで行かず堆肥でも水肥でも頭上運搬していって作物に施すよう
心がけた。
mu[nisukubu o[oooo ムニスクブ 籾殻。スクブ [su
○
]ku[bu [o]o[o とも。mu[ni= は籾。
ja[kusamigwa･ o[oooo ヤクサミグヮ 寡婦の子供。やもめの子供｡【cf. ja[kusami-
wunagu= o[oooooo ～女｡】
ju[gwaFudusji o[oooo ユグヮフ /ドゥシ 〔世果報年〕豊年。クカルが夜中渡る年、稲
の葉に白い筋ができる年は豊年だという。ユグヮフ ju[gwaFu o[oo とも。
ju[nubukura o[oooo ユヌ /ブクラ 愛嬌豊かな人。
wu[gamijama o[oooo ヲゥガミ /ヤマ 〔拝み山〕知名町芦清良字にある小高い所。か
つては人々はおそれて近寄らなかったというが、現在は小さな神社を建て長寿の神と
して祀ってある。
wu[naguzaki o[oooo ヲゥナグザキ 〔女酒〕砂糖【白糖】入りの焼酎で女用。サタ /ザ
キ [sata]za[ki [oo]o[o ともいう。
['agu]hazji[ri [oo]oo[o アグ /ハジリ 仲間はずれ。
['asji]bi'u[ta [oo]oo[o アシビ /ウタ 〔遊び歌〕三味線を伴奏にうたう歌のことで踊り
は伴わない。「イチカ節」「アンチャメグヮ」等がある。
['ata]dazji[nji [oo]oo[o アダジニ 〔仇死〕自殺や事故死など。このような死に方をし
た者は、地の神に引かれて昇天できないとされた。したがって、天地の間をハジ（風）
となってさまよい、人に風邪をひかせたり、家畜に病気をさせたりするとされた。だ
から、このような死に方を極度に恐れた。【アタダジニは急死の意なので別語か ?】
['aba]sjizji[ra [oo]oo[o アバシヂラ 〔はりせんぼん顔〕ふくれづら。
['abu]raga[mi [oo]oo[o アブラ /ガミ 豚の脂肪をたくわえるための甕。
['ama]tahji[bu [oo]oo[o アマタヒブ 蛇の一種。
['isji]nagi[ku [oo]oo[o イシ /ナギク 石投げっこ。やや技術を要するのには、平たい小
石を水面に投げて、水の背を走らせる遊びがある。
['icji]kana[ga [oo]oo[o イチカナガ 〔短長〕長短。長さのそろわないこと。
['icji]kabu[sji [oo]oo[o イチカブシ 〔短か節〕沖永良部を代表する名曲で 'i[cjiNtobu-
sji o[○ooo イチント節、[na:]zjiruga[i [○]oo[[○ ナージルガイともいう【国頭の
言い方】。何に対して短かいというかは不明。しみじみとした静かな曲で歌遊びの最
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後はこれでしめくくる。
['inja]rana[zji[ [oo]oo[o[ イニャラナジ 〔イニャラ薙ぎ〕稲刈り。
['ira]bumu[ni [oo]oo[o イラブムニ 永良部方言 
['iri]kumu[cji [oo]oo[o イリクムチ 米の煎り粉に砂糖を加え、水で伸ばして作った菓
子。イリク ['i]ri[ku [o]o[o とも。
['usju]nama[sji [oo]oo[o ウシュ /ナマシ 釣った魚をその場で刺身にし、海水で洗いな
がら食べるもの。
['utu]zjabu[ra [oo]oo[o ウトゥジャブラ 兄弟姉妹。ウトゥジャ ['u]tu[zja [o]o[o と
も。
['uni]jari[go [oo]oo[o ウニ /ヤリゴ 〔海破れ着〕山とは違って海には着物に引っかか
るものはないから、破れ着でよい。海には粗末な服装で行け。
['ubi]razji[ni [oo]oo[o ウビラジニ 〔覚えずに〕思いがけず。突然。
['umi]cjizji[nu [oo]oo[o ウミチ /ヂヌ 〔御神酒膳〕葬式の際、水と御神酒と洗米を載
せる膳。
['acji]gacja[na [oo]oo[o アチガチャナ 歩きながら。歩きがてら。「歩きガチャナ話そう」。
【cf. wu[duigacjana o[○ ooo 踊りながら =走りながら】
[kami]dama[sji [oo]oo[o カミ /ダマシ 食べる分量。「あと一人分のカミダマシは残っ
ている ｣。
[gara]sjigi[ma [oo]oo[o ガラシ /ギマ（植）はまひさかき。【木の実】
[gara]sjinu[Kwa [oo]oo[o ガラシヌ /クヮ 〔からすの子〕x 子買おう遊び。【文字通り
「烏の子」の意で、遊びは無し。】
[kuku]ruza[sji [oo]oo[o ククルザシ 〔志〕厚意。【むしろ、寸志】
[kuzji]rigu[mi [oo]oo[o クジリ/グミ 砕米。グニャ/グミ [gunja]gu[mi [oo]o[oとも。
【お粥にする。】
[sasji]nuku[ri [oo]oo[o サシヌクリ 藷を頭上運搬するとき、ざるの周囲に藷を縦に立
てて壁とし、さらに高く藷を盛ること。
[sabi]sabi[tu [oo]oo[o サビサビトゥ 寂しげなさま。
[sama]zama[tu [oo]oo[o サマザマトゥ しらふなさま。
[sjida]sjida[tu [oo]oo[o シダシダトゥ 涼しげなさま。
[sjima]kudu[cji [oo]oo[o シマクドゥチ 島口説。沖縄の叙事的民謡。｢上り口説」 nu-
[burikuducji o[ooooo は永良部でもよく歌われ踊られる。
[sjiru]mugu[ja [oo]oo[o シルムグヤ 人がぐるぐる回る。苦痛のあまり動き回る。【七
転八倒する】
[su
○
tu]cjibu[su [oo]oo[o ストゥチ /ブス そてつの株。
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[tama]kuga[ni [oo]oo[o タマクガニ 〔玉黄金〕最愛の人。愛児。日常語でなく歌語。
[tama]sjisji[ki [oo]oo[o タマシ /シキ 知恵者。
[tama]sjina[sja [oo]oo[o タマシ /ナシャ 〔魂無者〕知恵のない者。気のきかぬ者。
[cjibi]tuga[ja [oo]oo[o チビ /トゥガヤ 〔突端が尖ったもの〕（一）麦わらで作る円錐
形の笠で日除け用。（二）円錐形の茅葺きの屋根で主として砂糖小屋等の葺き方。ユン
ブシャ [juN]bu[sja [○]o[o とも。
[Cjimu]guku[ru [oo]oo[o チム /グクル 〔肝心〕心。気立て。
[Cjimu]jasji[mi [oo]oo[o チム /ヤシミ 〔肝休め〕気休め。
[Cjimu]zjimu[to [oo]oo[o チムヂムトゥ 〔肝々と〕生まじめなさま。
[cjaba]nunu[zji [oo]oo[o チャバヌ /ヌジ 〔茶碗抜ぎ〕黒糖のできたてをチャバヌに
入れて固めてから抜き取ったもの。茶碗の形をしていて格好は良くないが実質的なの
で気のおけない人への贈物となる。
[Cjura]sjita[ku [oo]oo[o チュラ /シタク きれいな服装。はれの服装。
[Cjura]cjiba[ra [oo]oo[o チュラ /チバラ きれいな着物。晴着。手織りの晴着は一年で
数回しか着る機会はなく、流行に左右されることもないから二、三代も保った。チュ
ラ /イショー [Cjura]'isjo[:[ [oo]o[[○[ とも。
[Cjura]wuna[gu [oo]oo[o チュラ /ヲゥナグ 美女。
[Cjira]kama[cji [oo]oo[o チラ /カマチ 顔の罵語。もっと悪く言うときは、ユンヂラ /
カマチ <m>[juN]zjirakama[cji [○]oooo[o という。
[Cjira]nuha[zji [oo]oo[o チラヌ /ハジ 〔面の恥〕恥。（古）「つらはぢ」（恥を強めた語。
赤恥）。
[Cjira]buku[ri [oo]oo[o チラ /ブクリ 〔面ふくれ〕ふくれづら【不機嫌】。チン /ブ
クリ [CjiNbukuri [○ooo とも。
[tida]gana[sji(敬語) [oo]oo[o ティダガナシ 太陽。お日様。ティダ ti[da] o[o]とも。 
[tume]haro[zji [oo]oo[o トゥメハロジ 〔探し親戚〕血縁ではないがなにかの縁から親
戚同様のつきあいをしている人。
[nasji]munu[Kwa [oo]oo[o ナシムヌクヮ 子を強調していう言葉。腹を痛めた子。
[nabi]hjigu[ru[ [oo]oo[o[ ナビ /ヒグル 鍋墨。x 赤子のウッタチの際はこれを額につ
けて魔除けとする。
[ninu]Fabu[sji [oo]oo[o ニヌフヮブシ 北極星。【歌の中で。】
[nibu]tugu[sa [oo]oo[o ニブトゥ /グサ （植）〔大葉草・根太草〕おおばこ。葉をあぶっ
てニブトゥ（根太・腫物）の上に貼ると吸出しの役をする。フーバ/グサ [Fu:]bagu[sa
[○]oo[o とも。
[nuru]kuna[bi [oo]oo[o ヌルクナビ 中央に円筒状の部分があり、そこにも炭火を入れ、
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回りの御馳走を暖めながら食べられるようにできている鍋【むしろ寄せ鍋か】。
[hagi]sjiga[ta [oo]oo[o ハギ /シガタ 容姿。
[basja]cjiba[ra [oo]oo[o バシャ /チバラ 芭蕉の繊維で織った着物。さらっとして涼し
く夏向きである。
[hazji]ra'i[sji [oo]oo[o ハジラ /イシ 家の回りに並べて植える長方形で長さ二〇センチ
程度の石。? 庭水が床下に浸入するのを防ぐ。【むしろ、踏み台代わり。】
[hacji]macji[ge [oo]oo[o ハチマチゲ 書き間違い。
[hacji]riga[mi [oo]oo[o ハチリ /ガミ 飢えたようながつがつした食べ方。
[hama]kazji[ra [oo]oo[o ハマカジラ （植）ぐんばいひるがお。はまひるがお。
[hama]cjizju[ja [oo]oo[o ハマチジュヤ 干鳥・浜千鳥。チジュヤ [cji]zju[ja [o]o[o 
とも。
[hjisji]bisji
○
[tu [oo]oo[o ヒシビシトゥ 薄めに。
[hjizje]'ucjo[sji [oo]oo[o ヒジャイ /ウチョシ 着物の左前。死人の着方であるとして忌
まれる。
[hjizju]hjizju[tu [oo]oo[o ヒジュヒジュトゥ 冷え冷えと。冷たい加減。
[hjizju]ru'a[sji [oo]oo[o ヒジュル /アシ 冷や汗。
[hjini]'izja[sji [oo]oo[o (OK) ヒナ/イジャシ 船送り。船出し。船で行く人への見送り。
ヒナ /ウクイ [hjini]'uku[i [oo]o[[○とも。
[hjinja]tagu[sji [oo]oo[o (OK) ヒャンタグシ 火掻き棒  親の言うことを聞かぬ者は
ハマタ（釜蓋＝藷を煮る鍋にかぶせる蓋）をかぶせてで叩くと蛙になるといわれる。【別
の項目では、[hjaN]tagu[sji [○]oo[o と答えているが、確認調査では否定された。】
[Fuga]zjicji[mi [oo]oo[o フガ /ヂチミ 卵包み。【藁で】卵を包んだもの。人に持たせ
るお土産となった。
[Fu
○
sji]maga[ja [oo]oo[o フシ /マガヤ 腰の曲った者。
[Fu
○
cji]nuha[zji [oo]oo[o フチヌ /ハジ 東風。（古）「こち」。[Fu]cji[(･)[ [o][[○ フ
チとも ｡
[Fumi]nuba[cji [oo]oo[o フミヌ /バチ 米を粗末にした罰。
[macji]gana[sji (OK) [oo]oo[o マチ /ガナシ 火を尊んでいう語。
[misji]haro[zji [oo]oo[o ミシハロジ 血縁ではないが、小学校時代の同級生とか何かの
縁で結ばれ、親戚同様のつきあいをしている人。【トゥミハロジ [tumi]haro[zji 
[oo]oo[o とも｡】
[mimi]kuzji[ra [oo]oo[o, [miN]kuzji[ra [○]oo[o ミミ /クジラ・ミンクジラ つんぼ。
[musji]gwaja[ma [oo]oo[o ムシグヮヤマ 蚕山。蚕 [mu]sji[gwa [o]o[o の飼育所に
なる畳。
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[musji
○
]koga[sji [oo]oo[o ムシコガシ 菓子の一種。
[jasa]nuha[re [oo]oo[o ヤサヌハレ 〔安逃れ〕仕事の手を抜いていいかげんに済ませ
ること。
[jasji]jasji[tu [oo]oo[o ヤシヤシトゥ たやすく。ヤシターマ [jasji]ta:[ma [oo]○[o 
とも。
[jama]gazja[mu [oo]oo[o ヤマ /ガジャム 山蚊。やぶ蚊。
[wata]kuda[sji [oo]oo[o ワタ /クダシ 腹くだし。下痢。
[wata]buku[ri [oo]oo[o ワタ /ブクリ 水分【やビール】の取り過ぎにより腹がふくれ
ること。
[wuga]mjabu[ra [oo]oo[o ヲゥガミャ /ブラ 〔拝みましょう〕「今日は」に相当する
あいさつ語。【目上に。】
[sji
○
ta]kumisji[(:)[ [oo]oo[[o シタク /ミシ 仕度見せ。本舞台の前夜に、これまでの
練習の仕上げとして、また予行としてする歌舞の催し。
[cjibu]rujami[(:)[ [oo]oo[[o チブル /ヤミ 頭痛。
[cjiru]gwa'umu[(:)[ [oo]oo[[o チルグヮ /ウム さつまいもの一種。皮は赤く紡錘状で
味がよい。
[tusji]nujiru[(:)[ [oo]oo[[o トゥシヌ /ヰル 年の夜。大みそか。正月の準備を終え、
家族全部が表の間に集って御馳走を食べながら過ぎし一年を語り合う。
[hjizju]rumizji[(:)[ [oo]oo[[o ヒジュル /ミジ 冷や水。
[jama]tumusji[(:)[ [oo]oo[[o ヤマトゥ /ムシ・x アマミ 〔大和虫〕ごきぶり。
[jama]tumuni[(･)[ [oo]oo[[o[ ヤマトゥ /ムニ 〔大和言葉〕普通語。共通語。
[wara]binacji[(:)[ [oo]oo[[o ワラビ /ナチ 〔童泣き〕おとなが子供のように声をあ
げて泣くこと。慟哭。
[kusu]kusa[ra]･ [oo]oo[o] クス /クサラ 〔糞腐れ・糞たれ〕かつては赤ん坊に誉め
ことばを使ってはいけないとされたので、x 他人の赤ん坊にもわざとこう言った。クス
/タラ [kusu]ta[ra(]･) [oo]o[o(]) とも。【むしろ [kusu]ta[re(]･) [oo]o[o(]) が
最も普通。語末の長音と下降調は、いずれの場合も罵り言葉における強調形。】
<m>du[ge]kurubi o[o]ooo ドゥゲ /クルビ 倒れたり転んだり。「山道でしかもぬかるん
でいたので何度もドゥゲクルビした du[ge]kurubi_%sjaN」。
'a[rasjikamuN o[ooo○ アラシカムン 元気盛りの若者。（古 )｢ あらしこ ｣( 武家に仕え
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て力仕事や雑用をする者）。アラシカ 'a[rasjika o[ooo とも。
'i[taburimuN o[ooo○ イタブリムン ぼんやり者。イタブリ 'i[taburi o[ooo とも。
'i[taburijuN o[ooo○ イタブリユン ぼんやりする。気落ちする。
'i[cjicjigojuN o[ooo○ イチ /チゴユン 行き違う。すれちがいになる。軽い脱臼をする。
筋肉をすじ違いする。
'u[bukurijuN o[ooo○ ウブクリユン 溺れる。
sa[kikuremuN o[ooo○ サキクレムン 大酒呑み。
sji
○
[tamikasjuN o[ooo○ シタミカシュン なぐる。
sji[nubiwudui o[ooo○ シヌビヲゥドゥイ 国頭字に伝わる踊りで和泊町指定無形文化
財。
sji[bicjikajuN o[ooo○ シビチカユン 【子供が】からだを密着させる。よりそう。「子
供がシビチカって離れないものだから暑ぐるしい」。
na[mazjiremuN o[ooo○ ナマジレ / ムン 心にしまりのない者。お人好し。ナマジレ 
na[mazjire o[ooo とも。
na[mazjirejuN o[ooo○ ナマジレユン きりっとしたところなく、でれでれする。
nu[cjisasjija: o[ooo○ ヌチサシ /ヤー 二段にも三段にも横木を柱に貫いた家で台風に
強い。
ha[micjikijuN o[ooo○ ハミチキユン 励む。精出す。
Fu
○
[tamatagoi o[ooo○ フタマタゴイ 二叉鍬。
ma[mikurasjuN o[ooo○ マミクラシュン 目をくらませる。だます。ごまかす。計略に
かける。
mi[cjimatagoi o[ooo○ ミチマタゴイ 三つまた鍬。
ro[kugacjibjai o[ooo○ ロクガチビャイ 六月日照り。旧六月の酷暑。【雨降らず。】
<m>wa[recjabujuN o[ooo○ ワレチャブユン 顔一杯に笑う。
['acji]gamimu[N [oo]oo[[○ アチガミムン よく出歩いて他家で食事にありつく
(['acji]ga[mi [oo]o[o アチ/ガミ 〔歩き食い〕)をする人を言う。
['aku]baraju[N [oo]oo[[○ アクバラユン 飽きられる。迷惑がられる。「そんなに毎日
たずねて行くとアクバラれるぞ」。
['asji]biwudu[i [oo]oo[[○ アシビ /ヲゥドゥイ 〔遊び踊り〕輪踊り。手々知名【テデ
チナ】字に伝わっている。
['isji]garami[:[ [oo]oo[[○[ イシガラミー 石ころの多い道｡【['isji]garamicji[(:)[ [oo]
ooo[[o とも｡】
['icji]zjiriju[N [oo]oo[[○ イチヂリユン ぜんそくなどで喉をぜいぜいさせる。
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['usji]cjikiju[N [oo]oo[[○ ウシ /チキユン おしつける。押す。
['ucji]kurusju[N [oo]oo[[○ ウチ /クルシュン 打ち殺す。打ちのめす。
['uni]'asjiku[i [oo]oo[[○ ウニ /アシクイ 海に携える食事。さつまいもが普通だった。
[kami]hatiju[N [oo]oo[[○ カミ /ハティユン 食べつくす。【こちらは文字通り、食事
で。】
[kinju]nujiru[: [oo]oo[[○? キニュヌ / ヰル 〔昨日の夜〕一昨晩。【助詞付きでは 
ki[nju]nu_[ji]ru[wa o[o]o_[o]o[o と２単位形になる。２度の調査とも同じ。】
[ku
○
cji]naga'ju[:[ [oo]oo[[○[ クチナガ /イユー ( 魚 )〔口長魚〕さより。
[kumi]hjisjizju[N [oo]oo[[○ クミ /ヒシジュン 踏みひしぐ。踏みつぶす。
[sji
○
ta]cji
○
kiju[N (OK) [oo]oo[[○ シタチキュン 人や動物などを地面に投げつける。
[sjibi]kiriju[N [oo]oo[[○ シビキリユン 後方へいざる【下がる】。
[sjima]misjido[: [oo]oo[[○ シマミシドー 墓地近くの広場【cf. [to: [○ は平地、原
っぱの意】。シマミシ〔島見せ〕[sjima]misji[(:)[ [oo]o[[o は告別式のこと。
[tamu]tu'isjo[:[ [oo]oo[[○[ タムトゥ /イショー 筒袖でないたもと付きの着物。
[cji
○
ke]Fugasju[N [oo]oo[[○ チケ /フガシュン 金を使い果たして穴を開けてしまう。
【Cf. Fu[gasjuN o[o○ ＝穴を開ける】
[tuja]cjimiju[N [oo]oo[[○ トゥヤチミユン 取り集める。
[nuku]tamaju[N [oo]oo[[○ ヌクタマユン ぬくもる。暖まる。
[bata]guriju[N [oo]oo[[○ バタグリユン あわてる。じたばたする。
[bata]mikasju[N [oo]oo[[○ バタミカシュン なぐる。
[hacji]kirimu[N [oo]oo[[○ ハチキリ /ムン でしゃばり者。? 男性に対してはあまり言
わない。
[hacji]gurasju[N [oo]oo[[○ ハチグラシュン 動詞につけてそのことに失敗する意を表
わす。「言いハチグラシュン ['i:hacjigurasjuN [○oooo○（言いまちがえる）【cf. 
[hacji]macji[ge [oo]oo[o 書き間違い】。
[haru]'asjiku[i [oo]oo[[○ ハルアシクイ（畑アシクイ）田畑に持って行く食事。アシ
クイ ['asji]ku[i [oo][[○ とも ｡
[hjiri]cjarasju[N [oo]oo[[○ ヒリ /チャラシュン 蹴散らす。
[hjiri]nagiju[N [oo]oo[[○ ヒリ /ナギユン 投げるの強め。
[Fudu]kuriju[N [oo]oo[[○ フドゥクリユン ほどける。ほころびる。
[jama]tukuda[i [oo]oo[[○ ヤマトゥ / クダイ 〔大和下り〕日本本土【鹿児島など】
からの来島、移入。
[jama]tucjibu[i [oo]oo[[○ ヤマトゥ /チブイ 着物の裾を【前ではなく】後ろの帯には
さむこと。しりからげ。
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[jama]tuwudu[i [oo]oo[[○ ヤマトゥ /ヲゥドゥイ 〔大和踊り〕琉球舞踊に対して日
本本土式の舞踊。
[wata]kuromu[N [oo]oo[[○ ワタクロ /ムン 腹黒者。
['icji]ku
○
cji
○
[sa]N [oo]oo[○]] イチ /クチサン 息苦しい。窮屈だ。
['icji]sjiga[sa]N [oo]oo[○]] イチ /シガサン 呼吸がしにくい。
[sama]cjagi[sa]N [oo]oo[○]] サマチャギサン 妨げになる。手に負えない。
[Cjimu]'iku[sa]N [oo]oo[○]] チム /イクサン 〔肝小さい〕気が小さい。
[Cjimu]'iba[sa]N [oo]oo[○]] チム /イバサン 〔肝狭い〕心が狭い。
[Cjimu]guru[sja]N [oo]oo[○]] チム /グルシャン 〔肝苦しい〕恥かしい。
[Cjimu]zjura[sa]N [oo]oo[○]] チム /ヂュラサン 〔肝美しい〕心がきれいだ。お人
よしだ。
[Cjimu]naga[sa]N [oo]oo[○]] チム /ナガサン 〔肝長い〕気が長い。
[hjiri]ku
○
sa[sa]N [oo]oo[○]] ヒリクササン 生臭い (主として魚臭 )。
[macji]nage[sa]N [oo]oo[○]] マチナゲサン 〔待ち長い〕待ち遠しい。
[wata]ku
○
cji
○
[sa]N [oo]oo[○]] ワタ /クチサン 腹がくちい。食い過ぎのため腹が張っ
てきつい。
[wata]kuro[sa]N [oo]oo[○]] ワタ /クロサン 腹黒い。
[wata]zjura[sa]N [oo]oo[○]] ワタ /ヂュラサン 腹がきれいだ。心がきれいだ。
'u[busagi:sa o[oo○o ウブサ /ギーサ 重そうなさま。
ha[cjika'uimi o[oo○o ハチカ /ウイミ（諺）二十日初目。赤子は二十日すると視力がつ
く。
hji[gurumiNzjo o[oo○o ヒグル /ミンジョ 〔煤人形〕すすだらけのからだ。
Fu[kurigwa:sji o[oo○o フクリ /グヮーシ 〔ふくれ菓子〕小麦粉と砂糖にソーダを混ぜ
て水で練り、これを蒸した菓子。大正の頃から作り始められ現在法事の際必ず供える。
['aga]ridi:[sji [oo]o○[o アガリ /ディーシ 母屋の東側の戸口。
['aba]tiko:[ti [oo]o○[o アバティコーティ あわてるさま。急ぐさま。
['iku]saFui[sa [oo]o○[o イクサ /フイサ 〔小大〕大小。
['icji]muhui[mu [oo]o○[o イチム /フイム いつも。['icji]muhacji[mu [oo]ooo[o イ
チム /ハチム とも。
['icja]kahui[ka [oo]o○[o イチャカ /フイカ 色々様々。
['uda]kaFui[ka [oo]o○[o ウダカ /フイカ どこそこ。
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[gara]sji'o:[sa [oo]o○[o ガラシ /オーサ 青のりの一種。肥料になる。
[sjama]zjama:[tu [oo]o○[o シャマジャマートゥ 油っこくないさま。シャマターマ 
[sjama]ta:[ma [oo]○[o とも。
[taga]taga:[tu [oo]o○[o タガタガートゥ 格好良いさま。
[cjiku]cjiku:[tu [oo]o○[o チクチクートゥ 小さいながら均整のとれたさま。
[turi]duri:[tu [oo]o○[o トゥリドゥリートゥ 穏かで静かなさま。
[nibu]jaho:[ja [oo]o○[o ニブヤ /ホーヤ 寝ころがっているさま。
[haku]rimo:[ri [oo]o○[o ハクリモーリ 逃げ隠れ。
[hana]gana:[tu [oo]o○[o ハナガナートゥ 愛しげなさま。
[bute]bute:[tu [oo]o○[o ブテブテートゥ 肥え太ったさま。
[maru]tama:[ma [oo]o○[o マルタマーマ そのままそっくり。マルタ [ma]ru[ta 
[o]o[o とも。
[junu]kugwa:[sji [oo]o○[o ユヌク /グヮーシ 煎り小麦粉に黒砂糖を混ぜ合わせ、木
型に詰めてから抜き取った菓子。ハタ /グヮーシ ha[tagwa:sji o[o○o（型菓子）とも。
[jiru]nuha:[zji [oo]o○[o ヰルヌ /ハージ 夜の度毎。毎夜。
[wuga]midu:[sa [oo]o○[o ヲゥガミ /ドゥーサ 〔拝み遠さ〕久しぶりでしたという
意味のあいさつ語。【目上に使う。】
[sji
○
ta]kuno:sji[(:)[ [oo]o○[[o シタク/ノーシ 仕度直し。本舞台【[sji
○
ta]kumisji[(:)[ 
[[oo]oo[[o】が終了した後日、日頃稽古した場所でする催しのことで、踊り子の慰労を
兼ねている。
[jama]tuma:mi[(:)[ [oo]o○[[o ヤマトゥ /マーミー 〔大和豆〕大豆。
'a[kumido:mai o[oo○○ アクミ/ドーマイ 〔アクミ毬〕アクミを芯にして丸め、幾重
にも糸で巻きつけ、その上を色糸で模様を縫った手毬のこと。
'u[sjinusji:sji: (OK) o[oo○○ ウシンシ 牛肉。明治の頃までは牛馬の肉を食べるのを忌
む風があった。特に牛肉は疔(悪性の腫物)ができるとして恐れられた｡【'u[sjinu_[sji:]
sji[(:)[，'u[sjiN_[sji:]sji[(:)[と２単位形にも｡】
'i[cjieNgacu o[o○oo (OK) イチエンガチ １円だけ。ga[cu o[o ガチ ほど。だけ。～
の値打ち。「十円ガチもない品だ」。[zju:]eNga[cu
sa[tuja:dacji o[o○oo サトゥ /ヤーダチ 通常の通婚圏外のいなかへの嫁入り。
hji[runi:bicji o[o○oo ヒル /ニービチ 昼結婚。? かつては結婚式 [ni:]bi[cji [○]o[o 
は夜に行われるのが普通だった。
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ma[cjigiNdani o[o○oo マチギンダニ 〔松木種〕まつかさ。
ma[rumaibate o[o○oo マルマイ /バテ 〔まとまり畑〕島は段丘状になっているため、
石垣で小さく区切られた畑が多いが、そうでなく o 平坦地に大きくまとまった畑。
mi[cjuta:nimu o[o○oo ミチュ /ターニム 三年田芋。【これは食べない。】
mi[cjunaNzjicji o[o○oo ミチュ /ナンジチ 〔三年おこげ〕長い間入浴しないため、か
らだにこげついたようになった垢。
['asji]kuimu[ge [oo]○o[o アシクイムゲ アシクイの準備。
['ate]maNgu[ra (OK) [oo]○o[o アタイ /マングラ 近所隣り。
['ami]huiba[na [oo]○o[o アミフイ /バナ ( 植 )〔雨降り花〕さふらんもどき。
['umu]se:ma[gu [oo]○o[o ウム /セーマグ 藷を食事にする際に入れる小型のざる。
[Cji
○
ka]noiwa[ki [oo]○o[o チカノイ /ワキ 他人の家畜を飼育して産まれた子を持ち主
と分けること。【子供を生ませて親を返す。】
[naku]tai'a[mi [oo]○o[o ナクタイアミ 少し降る雨を言う。ナクタユン [naku]taju[N 
[oo]o[[○ は僅かに潤う意。
[muni]'i:ta[ga [oo]○o[o ムニ /イータガ ことばの適切な使いよう。ムニ /イートゥ 
[muni]'i:[tu [oo]○[o とも。【～ na[N [[○ 言葉の使い方がなっていない。】
'a[cjiko:raraN o[o○o○ アチコーララン 調理することができない。手に負えない。「い
たずらばかりしてアチコーララヌ（連体形）子供だ」。
ju[nubuiko:bui o[o○○○ ユヌブイ /コーブイ 居眠り半分なさま。
ha[cjizju:has]sai o[o○○]○ ハチジュウハッサイ 八十八歳。米寿。
[sjibu]taiko:[tai (OK) [oo]○○[○ シフタイ /コータイ 物が濡れてじめじめしている
さま。
[naga]daiwo:[dai [oo]○○[○ ナガダイ /ヲーダイ 長すぎる着物を引きずるように着
ているさま。
[nusa]baiko:[bai [oo]○○[○ ヌサバイ /コーバイ おめかし、おしゃれをしたさま。
[saba]kuizjo:[sa]N [oo]○○[○]] サバクイ / ジョーサン 色々と下準備するのがうま
い。
[saba]kuizju:[sa]N [oo]○○[○]] サバクイ /ヂューサン 〔干渉強い〕干渉が過ぎる。
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'i[cjiNtobusji o[○ooo イチントブシ イチント節 沖永良部の民謡。
wu[duigacjana o[○ooo ヲゥドゥイガチャナ 踊りながら 走りながらの意。
'u[cjiNkanibui o[○oo○ ウチンカ /ニブイ 伏せ寝。
['a:rahatara [○oooo アーラ /ハタラ 〔赤ら斑ら ?〕赤く派手なさま。
['wa:basjigutu [○oooo ウヮーバ /シグトゥ 余分な仕事。
[Ta:cjimacjizji (OK) [○oooo ターチ /マチンジ 二つある頭のつむじ。そういう人は意
地が強いといわれる。
[tiNtoganasji [○oooo ティント /ガナシ 天道様。お日様。
[to:tuganasji [○oooo トートゥ /ガナシ お月様。月に対する敬称。
[to:tuganasji [○oooo トートゥ /ガナシ ありがとう（感謝のことば）。
[na:mitamuni [○oooo ナーミタ /ムニ 〔空言〕でたらめな話。うそ。ナーミタ [na:-
mita [○oo とも。
[nuNgidukuru [○oooo ヌンギ /ドゥクル こわい場所。
[nuNgibanasji [○oooo ヌンギ /バナシ こわい話。怪談。
[hji:buritacji [○oooo ヒーブリタチ 〔毛群立〕寒さや恐さのため身の毛がよだつこと。
[Fu:tebukura [○oooo フーテ /ブクラ 外見は立派だが中身の乏しいもの。
[ho:rasjigutu [○oooo ホーラシ /グトゥ 喜びごと。
[maNnabukuru [○oooo マンナ /ブクル 多くの田の中央部の田。
[juNwasjimicji [○oooo ユン /ワシミチ 激怒。
[jo:rasjigutu [○oooo ヨーラ /シグトゥ 病後などにするさして体力のいらない仕事。
['a:]gwacjiba[ra [○]ooo[o アーグヮ /チバラ 〔赤子着物〕産着。
['a:]tucjiti[da[ [○]ooo[o[ アートゥチ /ティダ 〔暁太陽〕朝日。
['a:]tucjibu[sji [○]ooo[o アートゥチ /ブシ 〔暁星〕明けの明星。
['a:]minu'a[gu [○]ooo[o アーミヌ /アグ〔網の仲間〕仕事仲間としてたいして役には
たたないが、ちゃんと配分にはあずかる者。さして役立たない加勢。「彼らが仕事して
いるそうだから行ってアーミヌアグでもしてあげようか」。【「網の」は ['a:]mi[nu。】
[sju:]tedama[sji [○]ooo[o シューテ /ダマシ 家事経営の才能。
[sjo:]rojabu[ri [○]ooo[o ショーロヤブリ 〔精霊破れ〕精霊の頃は天気がくずれやす
いのでこういう。
[seN]surubu[sji [○]ooo[o センスルブシ 畦布字に伝わる踊り。歌詞の一部をとって「ア
ブシグイ」 'a[busjigui o[oo○ とも。活発で男性的な踊り。和泊町指定無形文化財。
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[ta:]nimumu[cji [○]ooo[o ターニム/ムチ 田芋餅。田芋と黒糖を搗き合わせてまるめ、
黄粉をまぶしたもの。
[cja:]numi'a[gu[ [○]ooo[o[ チャーヌミ /アグ 茶飲み友達。
[ti:]Fu
○
cjuku[ru [○]ooo[o ティー/フチュクル 〔手懐〕ふところ手｡【懐はFu
○
[cju]ku
ru｡】
[ti:]jomani[jo [○]ooo[o ティーヨ /マニヨ 〔手様舞様〕手ぶり身ぶり【むしろ、手招き】。
[du:]wasjimi[cji [○]ooo[o ドゥー /ワシミチ ひとりで腹を立てること。
[to:]zjinimu[cji [○]ooo[o トージニ /ムチ トージニ餅。トージニ粉とさつまいも・黒
砂糖を原料とした餅。
[to:]rikuru[bi [○]ooo[o トーリ /クルビ 倒れたり転んだり。
[naN]kanusji[ku [○]ooo[o ナンカヌ /シク 七日の節句。旧正月七日のこと。床餅を
降ろし、吸物をつくり、祖霊に供える。門松も除去する。
[he:]gurugu[ru [○]ooo[o ヘーグルグル 早くさっさと【せかす】。【 he:- は早い意。】
[jo:]sjawasji[ri [○]ooo[o ヨーシャ /ワシリ 〔ひもじさ忘れ〕ひもじさを忘れるため、
おやつ程度のものを食べること。
[naN]zjicjihaza[(:)[ [○]ooo[[o ナンジチ /ハザ こげくさい匂い。
['i:bakurasjuN [○ooo○ イー /バクラシュン 言いちがえる。
['o:musjirijuN [○ooo○ オームシリユン 【病で顔が】青ざめる。
<m>[sji:bakurasjuN [○ooo○ シー /バクラシュン しそこなう。シー /ハチグラシュ
ン [sji:hacjigurasjuN [○oooo○ が普。
[ni:kuzjirijuN (OK) [[○ooo○ ニー・クジリュン 食物が胸につかえる。【[ni:(nu)_[ku-
zji]riju[n と２語にも。】
[hjikkacjimijuN [○ooo○ ヒッカチミユン 引っ掴まえる。
[muccjinagajuN [○ooo○ ムッチナガユン 粘り付く。
['i:]takurasju[N [○]ooo[[○ イー /タクラシュン 思う存分言う。
['o:]bukuriju[N [○]ooo[[○ オーブクリユン 青々と茂る。
[kuN]takurasju[N [○]ooo[[○ クン / タクラシュン 踏みまくる。【cf. ta[kurasjuN 
o[oo○。動詞についてその動作の意味を強める。】
[so:]'ucjiwudu[i [○]ooo[[○ ソーウチ /ヲゥドゥイ 竿打ち踊り。国頭字に伝わる竿を
叩きながらの勇壮な踊り。和泊町指定無形文化財。
[miN]zjicjikiju[N [○]ooo[[○ ミンジ /チキユン 握りしめる。
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[ja:]Fucjimisjo[: [○]ooo[[○ (m) ヤーフチ /ミショー かつて屋根を葺き終えると屋
根に供えたミショー (mi[sjo: o[○。米または藷で粥を炊き、かきまぜて冷やしながら
麦芽を入れ、さらに生米または生藷を加えて一夜醗酵させた飲料 )。
[jo:]sjakiriju[N [○]ooo[[○ ヨーシャ /キリユン 極度にひもじくなる。
[tiN]gamara[sja]N [○]ooo[○]] ティンガマラシャン 〔手やかましい〕手いたずらが
ひどい。
[Mi:]'aguma[sja]N [○]ooo[○]] ミー /アグマシャン 考えただけでやる気をなくする
[ ﾏﾏ ] こと。「ミーアグマシャあったが、したら簡単だった」。
[juN]gamara[sja]N [○]ooo[○]] ユン /ガマラシャン うるさい。やかましいの強意。
['o:taribi:sa [○oo○o オータリビーサ 冬の北風が寒いのは当然であるが、東風や南風
になってもたらす気持ち悪い寒さ。
[Kwa:nasjihaNme [○oo○o クヮーナシ /ハンメ 〔出産飯米〕出産のために準備して
おくお米。
[Kwa:nasjibiNbo [○oo○o クヮーナシ /ビンボ（諺）〔子産み貧乏〕子宝貧乏。
[sjiNkuri'uizja [○oo○o シンクリ /ウイジャ 潜水泳ぎ。
['iN]zjumigwa:[sji[ [○]oo○[o[ インジュミグヮーシ はったい粉で作ったお菓子。
[do:]gusjido:[gu [○]oo○[o ドーグシ /ドーグ こまごました茶碗類。
[na:]buruta:[ma (OK) ○]oo○[o ナブルターマ すべすべ。
[ni:]bicjido:[Fu [○]oo○[o ニービチ/ドーフ 〔結婚式豆腐〕仲人の妻が花嫁を迎えに
行く際、サギジュー [sa]gi[zju:[ [o]o[○[ にこれやニービチウヮーガシ [ni:]bicji-
'wa:ga[sji [○]oo○o[o (結婚式豚肉)等を入れ、酒と共に持参する。豆腐は普通より
固めに作る。
[nuN]gisagi:[sa [○]oo○[o ヌンギサ /ギーサ こわごわ。おそるおそる。
[ma:]nigikoi[cju [○]oo○[o マーニギ /コイチュ 不断【普段】に良い着物を着ていて、
いざというとき晴着のない者。x マードゥニコイチュとも。
<o>['a:]tucjibiNbo[: [○]oo○[[○ アートゥチ /ビンボー 〔暁貧乏〕早起きはしたも
のの働く気にはなれず、茶やたばこをのむばかりでかえって損になる状態をいう。
[juN]cjirago:[sa]N [○]oo○[○]] ユンチラ /ゴーサン 憎たらしい。癪にさわる。
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[ho:]jamaNge[ja [○]o○o[o ホーヤ /マンゲヤ ごろごろ寝転んでいるさま。
['o:kaNcjiburu [○○ooo オーカンチブル 頭骸骨。【頭が空っぽの人にも。】
[maN]guihara[zji [○]○oo[o マングイ・マングイ /ハラジ ちぢれ髪。
◎６音節語
'a[tinasjimuni o[ooooo アテナシ /ムニ でたらめな言葉や話。
ku[darikuducji o[ooooo クダリクドゥチ 下り口説き
sji[nahacjikiri o[ooooo シナハチキリ でしゃばり。
ta[nabata'ami o[ooooo タナバタ /アミ 七夕雨。七夕の頃はよく雨になるといわれる。
この雨で大根等の種をまく。
tu[rihjizjurusa o[ooooo トゥリヒジュルサ 風がないのに寒いこと。
nu[burikuducji o[ooooo　ヌブリクドゥチ 上り口説。沖縄の叙事的民謡。永良部でもよ
く歌われ踊られる。
Fu[rimunigutu o[ooooo フリ /ムニグトゥ 馬鹿な話。でたらめな話。
mu[namunigutu o[ooooo ムナ /ムニグトゥ 〔空物言〕何の役にもたたないおしゃべり。
mu[jagihjicjagi o[ooooo ムヤギ /ヒチャギ 【芋などを】たくさん盛りあげているさま。
「ざるにムヤギ /ヒチャギして持ってきた」。
ja[cjicjikihaza o[ooooo ヤチチキ /ハザ 焼け焦げた匂い。
['agu]mizjira[sja [oo]ooo[o アグ /ミジラシャ 友達好き。
['ata]'uduru[cji [oo]ooo[o アタ /ウドゥルチ 突如の驚き。
['ara]gi'ara[gi [oo]ooo[o アラギアラギ 複数の人や物の大きく立派なさま。
['icji]muhacji[mu [oo]ooo[o イチム/ハチム いつも。イチム/フイム ['icji]muhui[mu 
[oo]o○[o とも。
['itu]dacjina[bi (OK) [oo]ooo[o イットゥダチ /ナビ 一斗炊き鍋。普通藷を煮るとき
使い、臨時には多量の御飯を炊くときに使う。
['ini]sjiribu[sji [oo]ooo[o イニシリブシ 稲摺節。沖永良部だけでなく他島でもよく歌
われ踊られている。大勢が舞台上に出て、稲刈り、脱穀、収穫等の所作を模して賑や
かに踊る。
['ira]bu'una[zji [oo]ooo[o イラブウナジ えらぶうなぎ。普通食しないが美味だという。
<m>['usjo]sjamasjo[sja [oo]ooo[o ウショシャ /マショシャ 着物の着方、物の始末の仕
方が雑なさま。【ウショシャは適当、いい加減の意。】
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['ubi]rakubi[ra [oo]ooo[o ウビラクビラ 祖先の祭祀の際、霊前に供える御飯や汁等を
入れる木製黒塗りの大椀がウビラ。小型のものはクビラ。【大椀と小椀をまとめて言う。】
[gara]sjinuha[zji [oo]ooo[o ガラシヌ /ハジ 〔からすの足〕x 子供が高い所からとび
おりるときの唱え言葉。【黒い、汚れた足の人をさす。】
[kama]ranuka[mi, [kama]ranuga[mi [oo]ooo[o カマラヌ /カミ 食べたくなさそう
な食べ方。
[tama]sjisjigi[ra [oo]ooo[o タマシ /シギラ 〔魂過ぎ者〕知恵がありすぎる者。ちゃ
っかり者。
[cuku]ritaku[ri [oo]ooo[o ツクリ /タクリ 何度も何度も繕ってあるさま。
[nizja]rihara[zji [oo]ooo[o ニジャリ /ハラジ 乱れ髪。諺で、～は末から（くしけずれ）。
[hasa]mizaka[na [oo]ooo[o ハサミ /ザカナ 正月・歳の祝等の際の祝儀用の肴。昆布・
するめ・豚肉等を小さく切ったのを用いる【添える】。
[hasja]gaFamu[cji [oo]ooo[o ハシャガフヮ /ムチ 〔柏葉餅〕小麦粉と黒糖と藷を練り
合わせてげっとうの葉に包んで蒸した菓子。げっとうの葉の香気が菓子にも移る。
[basja]gotasa[ba (OK) [oo]ooo[o バシャゴータ /サバ 藁草履の鼻緒をバシャゴータ
で巻いたもの。足指へのあたりが柔らかく豆ができにくい。女の子はさらにこの上を
赤い布で巻いたりする。
[hata]gumazji[ri [oo]ooo[o ハタグ /マジリ 〔片伍混じり〕箸や履物など対であるべ
きものの一方が、他のものになっていること。例えば長いのと短いのが一組になって
いる箸。
[hacji]cjimudu[sji [oo]ooo[o ハチチ /ムドゥシ 〔はじき戻し〕三味線の弦をはじき鳴
らして、その指を手前に返すときにも軽く弦に当てることによって同じ音を二度連続
して出す手法。
[hara]zjibucji[ki [oo]ooo[o ハラジ /ブチキ 髪屑【フケ】。
[hara]cji'utu[zja [oo]ooo[o ハラチ /ウトゥジャ いとこ。
[hara]miwuna[gu [oo]ooo[o ハラミ /ヲゥナグ 妊婦。火事を見ると胎児にあざができ
るといわれる。
[Fumi]nucjika[ra [oo]ooo[o フミヌ /チカラ 米の力。御飯を食べないと底力が出せな
い。
[maga]jahjiga[ja [oo]ooo[o マガヤ /ヒガヤ 曲りくねったさま【道や木について】。
[misju]nucjika[ra [oo]ooo[o ミシュヌ /チカラ 味噌の力。味噌によって体力・気力が
つくことをいう。
[mucja]gihjicja[gi [oo]ooo[o ムチャギ /ヒチャギ 〔持ちあげ引きあげ〕色々な物を手
に下げ持つさま。
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[munu]cjicjidu[mi[ [oo]ooo[o[ ムヌ /チチドゥミ 〔物聞き留め〕ものごとを聞いての
記憶。【～ [nu_['a]N ～がある。】
[jari]gokiri[go [oo]ooo[o ヤリゴ /キリゴ 破れ布。ぼろ。
[junu]januma[cji [oo]ooo[o ユヌヤヌ /マチ 一年忌。
[jumu]'aguma[sja [oo]ooo[o ユム /アグマシャ 疲れ。腹立たしい気持ちが含まれる。
[jura]risjigu[tu [oo]ooo[o ユラリ /シグトゥ 保険勧誘や行商などのように他人の家で
無駄話などをすることも必要とする仕事。
['isji]garamicji[(:)[[ [oo]ooo[[o イシガラミチ 石ころの多い道。イシガラミー
['isji]garami[:[ [oo]oo[[○[ とも。
<m>[tuge]rasjimuni[(:)[ [oo]ooo[[o トゥゲラシ/ムニ 正気をなくして言う言葉。
tu[noKurasajuN o[oooo○ トゥノクラサユン 妖怪にたぶらかされて正気をなくする。
Fu
○
[cjika'acjine: o[oooo○ フチカ /アチネー 二日商い。正月二日の大安売り。
mu[nitadacjibo:= o[oooo○= ムニ /タダチボー 〔籾叩き棒〕脱穀用の棒。
ku
○
[cjigamarasja]N o[oooo○]] クチ /ガマラシャン 口やかましい。
gu[cjigamarasja]N o[oooo○]] グチ /ガマラシャン 〔愚痴やかましい〕愚痴が多い。
ku
○
[cjijaFarasa]N o[oooo○]] クチ /ヤフヮラサン 〔口柔らかい〕言葉づかいが柔らか
だ。【cf. [jaFa]ra[sa]N [oo]o[○]] 柔らかい。】
hji[busjikusasa]N o[oooo○]] ヒブシクササン 煙臭い。
[tasji]karazjimu[N [oo]ooo[[○ タシカラジ /ムン 〔助からぬ者〕ものの役に立たぬ者。
【瀕死の病人にあらず。】
[nizja]musjizjira[:[ [oo]ooo[[○[? ニジャムシ /ヂラ 苦虫顔。
[hjizji]mugurasju[N [oo]ooo[[○ ヒジムグラシュン 液体もしくは液体状のものをかき
回す。【風呂をかき回す。】
[jumi]takurasju[N [oo]ooo[[○ ユミ /タクラシュン しゃべりまくる。
['imi]gamara[sja]N [oo]ooo[○]] イミガマラシャン 〔夢やかましい〕遠方の地で生活
している肉親が度々夢に現れることをいう。そういう際は夢に出た人に凶事がありは
しないかと案じてユタを頼んで占いや祈祷をさせた。
[Cjimu]'icjika[sa]N [oo]ooo[○]] チム /イチカサン 〔肝短い〕気が短い。
[Funi]jaFara[sa]N [oo]ooo[○]] フニ /ヤフヮラサン 〔骨柔らかい〕からだが弱い。
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'a[tarasjagi:sa o[ooo○o アタラシャ /ギーサ 惜しそうなさま。
'u[sjidusjiMa:ri (OK) o[ooo○o ウシドゥシ /マーリ 丑年生まれ。
sji[madatisjiNgo o[ooo○o シマダティ /シンゴ 沖永良部島の創生神話。岩倉市郎氏の
「おきのえらぶ昔話」に紹介されている。
['ubi]ranuma:[ni [oo]oo○[o ウビラヌ /マーニ 〔覚えぬ間に〕いつの間にか。「ウビ
ラヌマーニ大きくなったね」。
[sjibi]kirime:[sji [oo]oo○[o シビキリメーシ 薪等を手前に引いて火勢を弱めた燃し方。
[tuzji]wutuju:[zje[ [oo]oo○[o[ トゥジヲゥトゥ /ユーゼ 夫婦喧嘩
[nama]zjireta:[ma [oo]oo○[o ナマジレターマ きびしさの足りないさま。「そんなに
ナマジレターマ注意しても誰がきくものか」。
[hata]sjibakuN[cja [oo]oo○[o ハタシバ /クンチャ 着物を着て裾の長さがそろわない
こと。【～ sjuN（～する）と用いる。】
[hami]duruma:[mi[ [oo]oo○[o[ ハミドゥル /マーミー （植）〔雷豆〕そらまめ。【花
の時に】ハミドゥルが鳴ると実りが悪いという。砂糖煮や味噌煮にする。固くなった
のを待って収穫すると保存がきく。煮て潰して餡を造ることもできる。
[Fu
○
cju]kuruhaN[gi [oo]oo○[o フチュクル /ハンギ 〔ふところかつぎ〕幼児を着物の
背に入れて、直接肌に接するような背負い方。かつてはこれが普通の背負い方であった。
[wana]gunumuN[nu [oo]oo○[o ヲゥナグヌ /ムンヌ 〔女の者が〕女のくせに。
'u[burito:buri o[oo○oo ウブリ /トゥブリ 〔朧ろ灯り〕灯火の光の非常に弱いさま。
ni[zjariko:zjari o[oo○oo ニジャリ /コージャリ 不潔で乱雑なさま。
<o>['ibi]riko:bi[ri [oo]o○o[o イビリ /コービリ 飽きはてたさま。
['umu]tito:gu[ra [oo]o○o[o ウムティ /トーグラ 表座敷（母屋）と台所。
[sjibu]rako:bu[ra [oo]o○o[o シブラ /コーブラ 難渋しているさま。
[jabu]ri'wa:cji[ki [oo]o○o[o ヤブリ /ウヮーチキ 〔破れ天候〕悪天候。
[jabu]riko:bu[ri [oo]o○o[o ヤブリ /コーブリ あちらこちら破れたさま。
[sji
○
cji]maNgerasju[N [oo]○oo[[○ シチ /マンゲラシュン 鋤いて田畑の天地返しをす
る。
['ana]buija:ga[ma [oo]○○o[o アナブイヤーガマ 〔穴掘家〕地面に直接柱を立てた礎
石のない粗末な家。掘立小屋。アナブイヤー ['ana]buija[: oo○[[○ とも。
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[mata]baiko:ja[ku [oo]○○o[o (m) マタバイ /コーヤク 内股膏薬。定見なくあっち
に付いたりこっちに付いたりすること。そのような人。
[Kwa:'amisjimizji [○ooooo クヮー /アミシミジ 〔子浴びせ水〕産湯。
[Kwa:nasasji'azji [○ooooo クヮー /ナサシアジ 〔子産ませ婆〕産婆。フスアジ（へそ
婆）<m>Fu
○
[su'azji o[ooo とも。
[Kwa:nasjiwunagu [○ooooo クヮーナシ /ヲゥナグ 産婦。
[Kwa:hasjigi'ubi [○ooooo クヮーハシギ /ウビ 子を負うための帯。普通のへこ帯を利
用する。
[ho:rasjabanasji [○ooooo ホーラシャ /バナシ 〔嬉し話〕悪口を言いあっているように
していて、実は親密の度を加え、楽しさを増すような会話。【喜びごとを言う。】
[Ma:rijakusami [○ooooo マーリ /ヤクサミ 〔生まれ寡婦〕行かず後家。【Cf. ja[kusa-
mi o[ooo は寡婦、やもめ。】
[mi:samizjirasja [○ooooo ミーサ /ミジラシャ 新しいのを好むがすぐ飽きること。「あ
の人は子供みたいにミーサミジラシャする」。
[wu:cjikicjibara [○ooooo ヲゥーチキ /チバラ 〔緒付き着物〕帯紐付きの子供の着物。
['a:]busjahara[zji [○]oooo[o アーブシャ /ハラジ 赤ちゃけた髪。
['a:]busjimaku[ra (OK) [○]oooo[o アブシ /マクラ 稲が豊作でアブシを枕に穂が垂
れているさま。
['aN]piracjiba[ra [○]oooo[o アンピラチバラ アンペラ [ ﾏﾏ ](['aN]pi[ra) かますで作
った袖の無い仕事着。
[kui]zumitisa[zji [○]oooo[o クイズミ / ティサジ クイ染めの手拭。【cf. [ti]sa[zji 
[o]o[o 手拭い。】
[tiN]gamasjigu[tu [○]oooo[o ティンガマ /シグトゥ 手いたずらみたいな暇つぶし程
度の仕事。
[juN]zjiragama[cji [○]oooo[o ユンヂラ /ガマチ 【相手の】顔の罵語。【喧嘩で。】
[jiN]gajakusa[mi [○]oooo[o ヰンガ /ヤクサミ 男やもめ。
['i:hacjigurasjuN [○oooo○ イー /ハチグラシュン 言いちがえる。
[sji:hacjigurasjuN [○oooo○ シー /ハチグラシュン しそこなう。
['aN]gutamido:[gu [○]ooo○[o アンクタミ /ドーグ ままごと用具。
[sju:]sjibiwaraN[cja [○]ooo○[o シューシビワランチャ（白シビ子供達）白シビ [sju:]
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sji[bi [○]o[o は貝の種類。白シビは小さく群れになっているので、罵語で沢山【群
れて】いる子供達をいう。【子沢山も言うか？と】
['uN]bucjako:bu[cja [○]oo○o[o ウンブチャ /コーブチャ 得意気にからだをゆするさ
ま。
[zju:]gacjite:[Fu[ [○]oo○o[o[ ジューガチ /テーフ 十月台風。
[ni:]bicji'wa:ga[sji [○]oo○o[o ニービチウヮーガシ 結婚式の豚肉。仲人の妻が花嫁
を迎えに行く際、サギジューにニービチドーフやこれ等を入れ、酒と共に持参する。
◎７音節語
ku[nituri'asjibi o[oooooo クニトリ 国取り。子供の遊び。地面に径一メートル内外の円
をかき、その全部を小区画で埋める。円弧に接した一小区画を各自の基地と定める。
クニトリ ku[nituri o[ooo とも。
ja[kusamiwunagu= o[oooooo ヤクサミヲゥナグ やもめ女。
['icji]zjiritami[cji [oo]oooo[o イチジリ /タミチ 喉をぜいぜいさせるさま。
['itu]kimizjira[sja [oo]oooo[o イトゥキ /ミジラシャ しばらくは興味を示すがすぐに
飽きること。
[saka]najawuna[gu [oo]oooo[o サカナヤ /ヲゥナグ 接客婦【女郎】。
[hagi]kumi'uni[sju [oo]oooo[o ハギクミ /ウニシュ 影踏みごっこ。
[Fu
○
cjo]bukuriha[zji [oo]oooo[o フチョブクリハジ 旧二、三月に吹く気持ち悪い東
風。その体質の人は頭に鈍痛を覚える。島の主要部である東部では白波が立って漁業
ができない。【Fu
○
[cjo]bukuri o[o]ooo フチョブクリとも。最初の調査では答えてい
るものの、再調査では言うか不明と。言えば、アクセントはこれで可。また、[Fu
○
cjo]
bukurihazji[(:)[ [oo]oooo[[o とも｡】
[munu]kamidama[sji [oo]oooo[o ムヌカミ /ダマシ 〔物食い魂〕生計をたてるための
知恵。
['ibi]rikusariju[N [oo]oooo[[○ イビリ /クサリユン 飽きはてる。
[sjiru]sjiruwaraN[cja [oo]ooo○[o シルシル /ワランチャ 大勢寄っている子供達。
'i[taburiko:buri o[ooo○oo イタブリ /コーブリ ぼんやりしているさま。
<o>ha[zjiFu
○
cjida:muru, -ta:muru o[ooo○oo ハジフチ /ダームヌ 〔台風焚き物〕台
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風の後には山に松の落葉・枯枝等が落ちている。このハジフチダームヌを集めるため
婦人や子供で山が賑わう。
['icja]sjimuha:sji[mu [oo]oo○o[o イチャシム /ハーシム どうしてもの強意。どうで
もこうでも。
['iba]sjicjima:sji[cji [oo]oo○o[o イバシチ /マーシチ 狭苦るしいさま。
['uda]nimuFuini[mu [oo]oo○o[o ウダニム /フイニム どこにもそこにも。
[tuja]cjimihe:cji[mi [oo]oo○o[o トゥヤチミ /へーチミ あれこれ取り集めること。
['aN]gutamisjigu[tu [○]ooooo[o アンクタミ /シグトゥ 気散じ程度の軽い仕事。
[mi:]sjicjihanasji[cji [○]ooooo[o ミーシチ /ハナシチ 風邪などの軽い病気。
[mi:]sjiruhanasji[ru [○]ooooo[o ミーシル /ハナシル 目汁鼻汁。
◎８音節語
<m>[jumu]sjasjagarazji[mu [oo]ooooo[o ユム /シャシャンガラヂム むしゃくしゃし
た自暴自棄的な気持ち。
[wata]buta'ibusji[ki [oo]ooooo[o ワタブタ /イブシキ 腹の突き出た人を嘲って子供が
いう語。
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